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東北大学災害科学国際研究所 

【発表のポイント】 

・ 東日本大震災から 10 年の節目に、編著『東日本大震災からのスタート 災害を考え

る 51のアプローチ』を出版。

・ 災害科学国際研究所の研究者を中心に、災害に携わってきた専門家が、各専門分野に

関し、東日本大震災が明らかにした問題、その後の進展、今後の課題を総括。

・ 読者は、専門家や防災関係者のみならず、広く一般の方々を想定。

【概要】 

東北大学災害科学国際研究所は、東日本大震災から 10年の節目に編著『東日本大震災

からのスタート 災害を考える 51のアプローチ』を出版しました。同書は、災害科学国

際研究所の研究者を中心とする災害に携わってきた専門家が、工学・理学・医学・社会

科学等、それぞれの専門分野に即し、東日本大震災が明らかにした問題・その後 10年間

の進展・今日も残る課題を総括するものです。「災害評価と防災」「人間と社会」「健康」

「国内外との連携」に関する４つの大きなテーマのもと、全 51章（１章１トピック）と

４つのコラムで構成されています。 

想定読者は、専門家や防災関係者のみならず、広く一般の方々（高校生以上）です。

同書により、東日本大震災とその後の歩みを学際的・多角的に捉えることが可能となり

ます。 

東日本大震災から 10年の節目に 

『東日本大震災からのスタート 災害を考える 51のアプローチ』

を出版 

【お問い合わせ】 

●本の内容について

東北大学災害科学国際研究所 広報室  

TEL: 022-752-2049 E メール：koho-office@irides.tohoku.ac.jp 

●本のお求めについて

東北大学出版会 

TEL: 022-214-2777 E メール：info@tups.jp 



 

【詳細】 

 

１．書誌情報 

 

書名：東日本大震災からのスタート 

    災害を考える 51のアプローチ 

編者：東北大学災害科学国際研究所 

発行：東北大学出版会 

 

判型：B5判 製本：並製本（ソフトカバー） 

定価：（本体 3,000円+税） 

ISBN：978-4-86163-357-7  

 

 

 

 

２．目次 

 

巻頭言：東日本大震災とは何だったのか？（今村文彦所長） 

 

第 1部 東日本大震災によって進化した災害の評価と防災 

第 1章  海の地震の科学（木戸元之） 

第 2章  陸の地震の科学（遠田晋次） 

第 3章  津波歴史の科学（菅原大助） 

第 4章  津波工学の深化（サッパシー・アナワット、今村文彦、門廻充侍） 

第 5章  地盤災害と斜面災害の科学（森口周二） 

第 6章  海岸の科学（有働恵子） 

第 7章  原子力災害対策と一般災害対策の連携（細井義夫） 

第 8章  レスキューロボット（田所諭） 

第 9章  原発事故の教訓と復興への取り組み（渡邉豊、青木孝行） 

第 10章 地震の揺れの科学（大野晋） 

第 11章 スマートストラクチャの科学（榎田竜太、五十子幸樹） 

第 12章 災害シミュレーション（寺田賢二郎） 

第 13章 津波の広域被害把握技術の発展と今後（越村俊一、マス・エリック） 

コラム１ あなたも人類に貢献する災害科学へ（平川新） 

 

第 2部 東日本大震災によって進化した人間と社会の科学 

第 14章 学び手が伝え手になる（邑本俊亮） 

第 15章 人間行動の科学（杉浦元亮） 

第 16章 安全な避難の科学（奥村誠、マス・エリック） 

第 17章 被災時の事業・業務の継続（丸谷浩明） 

第 18章 都市の災害リスク評価（村尾修） 

第 19章 都市再生のパラダイムシフト（岩田司） 

第 20章 復興まちづくりの現実とその課題（平野勝也）  

第 21章 復興と建築（小野田泰明） 

 



第 22章 復興の都市計画・まちづくり（姥浦道生） 

第 23章 自然災害と地域経済・企業活動（増田聡） 

第 24章 災害と法律（島田明夫） 

第 25章 無形民俗文化とコミュニティ（福田雄、高倉浩樹） 

第 26章 「民間所在史料」の救済（佐藤大介、川内敦史） 

第 27章 災害と宗教（木村敏明） 

第 28章 地域に根ざした学校防災（桜井愛子） 

第 29章 次世代に伝える減災教育（保田真理） 

第 30章 コミュニティの防災（佐藤健） 

第 31章 アーカイブ学（柴山明寛） 

第 32章 記憶伝承の科学（佐藤翔輔） 

第 33章 先人の災害体験を未来の防災へ（蝦名裕一） 

第 34章 近未来における巨大地震津波への備えかた（福島洋） 

 コラム２ 震災流行語に要注意（川島秀一） 

 

第 3部 東日本大震災によって進化した健康の科学 

第 35章 災害医療の深化（江川新一） 

第 36章 災害とメンタルヘルス（國井泰人、富田博秋） 

第 37章 災害と女性の健康（三木康宏、伊藤潔） 

第 38章 災害と公衆衛生学（栗山進一） 

第 39章 災害と医療情報（診療記録）（藤井進、中山雅晴） 

第 40章 地域包括ケアと災害（小坂健） 

第 41章 これからの感染症対策（牧野祐子、児玉栄一） 

第 42章 放射線災害と健康影響（鈴木正敏、千田浩一） 

第 43章 災害医療の人材育成（佐々木宏之、石井正） 

コラム３ 災害・熱帯感染症研究その後（服部俊夫） 

 

第 4部 東日本大震災によって進化した国内外との連携 

第 44章 仙台防災枠組と災害統計グローバルセンター（小野裕一） 

第 45章 学術への期待と役割（泉貴子） 

第 46章 住民移転による復興（井内加奈子） 

第 47章 よりよい住宅復興とは-国際比較から考える（マリ・エリザベス） 

第 48章 防災の枠組みで遺体と遺族を考える（ボレー・セバスチャン） 

第 49章 災害調査（江川新一、緊急調査ワーキンググループ） 

第 50章 災害科学のコミュニケーション（中鉢奈津子） 

第 51章 産業界との連携（山下啓、サッパシー・アナワット） 

コラム４ 研究教育雑考～災害の科学と学問～（源栄正人） 

 

おわりに：災害研究のこれから（丸谷浩明副所長） 

 

３．その他 

・本書掲載の図版はモノクロ。 

カラー図版は、災害科学国際研究所ウェブサイトにて閲覧可能。 

 


